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採れたてのみずみずしいトマトのおいしさに、子ども達も大喜びでした。
（写真はサンファーム・オオヤマ（有）にて撮影）

ふるさと農業体験が行われました
新鮮なトマト収穫！！
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特集

6
月
21
日
、市
内
在
住
の

方
を
対
象
に
、生
産
者
と
消

費
者
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た
「
ふ
る
さ
と
農
業
体
験

学
習
」が
、
市
と
市
農
業
者

懇
談
会
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
大
宮
町
に
あ
る
Ｊ

Ａ
し
も
つ
け
の
集
荷
場
を
見

学
し
、
そ
の
後
は
近
隣
の
ト

マ
ト
農
家
の
牛
久
秀
一
さ
ん

と
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
・
オ
オ
ヤ
マ

（
有
）の
ビ
ニ
ー
ルハ
ウ
ス
に
分

か
れ
て
、
ト
マ
ト
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
の
ト
マ
ト
栽
培
の
歴

史
は
古
く
、昭
和
30
年
代
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。近
年

は
、
冬
期
の
日
照
時
間
が
長

い
と
い
う
本
市
の
気
象
条
件

を
生
か
し
、
太
陽
の
光
を
好

む「
冬
春
ト
マ
ト
」の
栽
培
が

盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
栽
培
の

取
り
組
み
の
結
果
、
現
在
で

は
、
独
自
の
環
境
風
土
、
高

い
栽
培
技
術
、
及
び
徹
底
さ

れ
た
生
産
管
理
の
も
と
、
高

品
質
の
ト
マ
ト
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、と
ち
ぎ
小
江
戸
ブ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
も「
赤
い
恋

人
」「
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」

「
ふ
じ
娘
」「
カ
ク
テ
ル
ト
マ

ト
」「
桃
姫
」
の
様
々
な
ト
マ

ト
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
本

市
を
代
表
す
る
農
産
物
と

な
って
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
収
穫
し
た

り
、
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
そ
の

場
で
か
ぶ
り
つ
い
た
り
、
楽

し
く
体
験
学
習
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
は
、本
市
の
農
産
物

を
生
か
し
た
地
産
地
消
の

お
弁
当
が
配
ら
れ
、生
産
者

と
の
交
流
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

とちぎの夏を楽しもう!まつり特集・・・・2
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目 次
栃木市の人口
人口／ 164,237人(－84)
男／  81,269人(－17)
女／  82,968人(－67)

世帯数／61,788世帯(＋33)
※外国人登録を含む
　5月末現在（ ）内は前月比

市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。

栃木市マスコットキャラクター
「とち介」


